


































































































































た『講習録』と ~I場明哲理J (発行年不詳)， ~維新政綱原論J (陽明学舎，







































































































































































あろうか。 1917年8月に広東で孫文が大元帥府を聞いた時，陳葦は 9月 14

















































































































































































































































































































































































































































































28 (242 ) 
中華民国維新政府はなぜ平穏に在精衛政権に吸収されたか?
例外規定は，イギリスの憲法学者のダイシー (AlbertV. Dicey， 1835-1922) 




























































































































































者出版， 1939年， 32ペー ジ)。
( 3 ) Timothy Brook， 'The Creation of The Reformed Government in Central 
China， 1938'， inDavid P. Barrett and Larry N. Shyu eds.， Chinese Collabora-
tion with Japan， 1932-1945: the Limits 01 Accommodation， Stanford， Califor-








検討する伍澄字「維新政綱原論~ (陽明学舎， 1939年2月〉について， S ・マー
シュは先駆的な周仏海研究のなかで取り上げており， r新しい孫文主議理論解
34 (248 ) 
中華民国維新政府はなぜ平穏に迂精衛政権に吸収されたか?
釈Jを打ち出して蒋介石の「国民党政権の正当性を棄損しようとしたJと評価
した (SusanH. Marsh. 'Chou Fo-hai: The Making of a CoJlaborator'， Akira 
Iriye ed. The Chinese and the Japanese: Essays Political and Cultural Inter-


















(9) r梁鴻志，王克敏接見記者団賛同在氏声明 (1939年7月 1日)J黄美真・張












(12) r政府政綱十ヶ条ノー」前掲. ~維新政府之現況J ， 32ペー ジ。



















(15) 前掲，広中一成『ニセチャイナJ]， 355ペー ジ。
(16) 関智英『日中戦争時期，対日和平陣営における将来構想Jl(東京大学大学院










社， 1992年， 1162-1164ページ。現代中国法の「法治Jは， I'liJ家権力の発動
がすべて法律に従って行われなければならないという考え方，すなわち『法治
主義J](rule by raw)をさしているJと定義されるように， 1近代法の『法の
支配』や「法治国家」のアナロジーとしての用語ではないJ(木問正道・鈴木
賢・高見津麿『現代中国法入門』有斐閣， 1998年， 44， 93ページ〉。改革開放
後の中国の「法の支配」の歩みについてピーレンブームは， 10年ほど前に
36 (250 ) 
中華民国維新政府はなぜ平穏に注精衛政権に吸収されたか?
「中国の法の支配への長い道のりは市場経済への移行とほとんど同じように進
んでいく可能性が高Lリと結論付けたが (RandallPeeren boom， China 'sLong 

















(Robert Weatherlcy， Making China Strong: The Role 01 Chinese Thinking 
on Democracy and Human Right， Palgrave MaCmillan， 2014 p. 171)。
(20) 李文演「陳群其人Jr福建文史資料』第 14期， 1986年 12月. 180-195ぺー
ジ。陳牽の略庁警は明治学史資料センター編『明治大学小史，人文編J(学文社，
2011年.212-213ページ〉参照。
(21) 陳霊の 1916年明治大学(法科専門部)卒は「明治大学学報J(1916年 10月
号，明治大学学報発行所. 5ページ)で確認した。阿部裕樹「明治大学におけ
るアジア留学生数の動向一一旧制明治大学発足以前を対象としてJ(r大学史紀













































38 (252 ) 
中華民国維新政府はなぜ平穏に在精衛政権に吸収されたか?
宇の名は出てこない。
(29) 前掲『維新政府之現状~. 101ペー ジ。
(30) 前掲『中華民国時期軍政職官誌」下巻.1903ペー ジ。
(31) 前掲『維新政府概史~. 89ペー ジ。
(32) 前掲『中議民国時期軍政職官誌J下著書. 1990ペー ジ。












(37) 陳撃「留日学生に対する訓示J~日華学報」第 87 号，昭和 17 年 l 月 15 日，
332ペー ジ。
(38) 実藤恵秀『中国留学生史談」第一書房. 1981年.7ペー ジ。
(39) 石川禎浩『中国共産党成立史」岩波書底.2001年.6ペー ジ。
(40) 前掲，陳軍「留日学生に対する訓示J.332ペー ジ。













(253 ) 39 
政経論叢第83巻第3・4号
いて波多野善大「孫文と陳畑明j(W中国近代軍閥の研究』河出書房新社， 1973 
年， 323司 339ページ所収)は『陳競存先生年譜Jl(著者，出版社不詳， 1935年4
月?)と関連資料を利用した先駆的な研究である。段云章・狽俊明編『陳畑明
集Jl(中山大学出版社， 1998年)も出版され，陳の政治プログラムと統治につ
いては IzabellaGoikhman， 'Chen Jiong-ming: Becoming a Warlord in Re-
publican China' (eds. Mechthild Leutner and Izabella Goikhman， State. 
SocieちIand Governance仇 RepublicanChina. Chinese History and Socie私













れている (1復伍平一函 (1914年 10月 15日)j郁盛潮主編「孫中山集外集』














40 (254 ) 
中華民国維新政府はなぜ平穏に涯精衛政権に吸収されたか?
ランシスコ生まれで 1907年に香港で同盟会に入った人物で (Shih-Shan
Henry Tsai， The Chinese Experience iηAmerica， Bloomington and lndian網












梢案J南関大学出版社， 1990年， 102ペー ジ。
(51) 前掲，都盛潮主編『孫中山集外集~， 364ペー ジ。





概論』佐藤徳太郎『ジェミニ戦争概論』原脅房， 1979年所収， 137同 141ペー ジ〕
に従えば， ["部隊移動」だけでなく， ["補給」をも含むものである (M.vanクレ
フェルト(佐藤佐三郎訳)~補給戦一一何が勝敗を決定するか」中公文庫，
2006年， 10ペー ジ)。
(54) 前掲， ~中華民国時期軍政職官誌』よ. 365ぺ-:'/0 






政治史料一一1927年的中国」正中書局， 1981年， 377ペー ジ〕。
(58) A・ノイベルク他「武装蜂起.il(鹿砦社， 1975年第6章)参照。北村稔は第l
次暴動を「未遂J，第2次暴動は「ゼネスト，暴動，市民自治政府の樹立」で
(255 ) 41 
政経論叢第83巻第3・4号
成功し，蒋介石との衝突に備えたと指摘した(北村稔「第 1次国共合作の研




(腐白)は， 1月 1日に漢口に行って中国銀行の呉震修から 10万元の軍費を
漢口支庖から調達している(沈雲龍編著『貧層白先生年譜長編」上冊，聯経出















千元，その部下ならば I人500元」の懸'賞金を出し， 4月14日から 24日まで
に龍撃の総指揮部に逮捕された共産党員は千人余りに上ったと張瑛は述べてい
る。
(64) ]ay Taylor， The Generalissimo: Chiang Kai-Shek and the Struggle for 
Modem China， Cambridge Mass.: The Belknap Press， 2009， p.41.毛忠誠編





真相第 3，蒋介石明起奥北伐』風雲時代出版， 2009年， 106ページ)。もっと
も， 1920年に張人傑が上海証券交易所を聞き，虞沿卿がその理事長だったの
で(強建智『蒋介石「導師」ーー張静江伝』団結出版社， 2008年， 121ペー ジ)，
42 (256 ) 
中華民国維新政府はなぜ平穏に託精衛政権に吸収されたか?
虞治卿と張人傑が二人で決めたのかもしれない。虞治卿(1867-1945)につい



































(257 ) 43 
政経論叢第83巻第3・4号
雄「はじめに」日本政治学会編『年報政治学2001年 三つのデモクラシーJ








(80) まず現地が 1938年1月18日に「中支新政権樹立方案」を 2つ作成(前掲
『現代史資料(13)，日中戦争 (5)~， 155-6と156-7ペー ジ)， 2月12日に陸軍
省は「中支那政務指導要綱」を策定した(防衛庁防衛研修所戦史室『戦史叢書，
支那事変|陸軍作戦(1)J朝雲出版社， 1975年， 496ペー ジ)。
(81) 前掲， I刻智英「日中戦争時期中国占領地における将米構想、j，6ページ。丸




(83) 前掲「維新政府之現況~， 26-27ペー ジ。
(84) r維新政府成立宣言」同上「維新政府之現況~， 30-31ページ。維新政府概史






(86) r縦新政府政綱 10カ条」前掲， ~維新政府之現況1 31-32ページ。前指，
『維新政府概史~， 14-15ペー ジ。

























































のである」と見る (EdwardSchneier， Cralting Constitutional Democracies: 







(99) 前掲，伍澄宇『維新政綱原論J]， 18ペー ジ。
(10) 前掲「維新政府ノ現況J]， 58ペー ジと前掲『維新政府概史J]， 21-22ペー ジ。













ブラッドレー (F.H. Bradley)，そのほかに民族心理学の創始者のヴント (W.






Weinstein，‘Nineteenth引 ldTwentieth-Century Liberalism，' G. Klosko， ed.， 
The Oxford Handbook of the Histoηof Political Philosophy， Oxford Univer-

























ける宗教の軌跡」金花舎， 1974年， 7ペー ジ)。
(108) 前掲，伍滋字『維新政綱原論.J]， 202-240ペー ジ。
(109) 向上， 240ペー ジ。
(10) 向上， 241ペー ジ。
(261 ) 47 
政経論叢第83巻第3・4号
(11) 向上， 242-243ページ。オックスフォード大学教授だったダイシーは， 1900 
年までのイングランド法の歴史的発展を知るための三冊の必読書の一冊， r法
と世論』の著者である o そのほかの二冊は w・ブラックストーン『イングラ
ンド法釈義J(Commentari巴son the Laws of England， 1765-1769) とF.
w ・メイトランドと SirF・ポロック『イングランド法の歴史J(Th巴History




Dicey， Introduction to the Study of Law of the Constitution， 8th ed.， Lon-















l 周辺一一A・V・ダイシー「コモン・ローの発展J (r日本法学』第79巻第 l
号， 2013年6月， 75-114ページ)!ま 1871年のダイシーの論文の翻訳とあわせ
て解題が付されており，との時期のダイシーがcommonlawをthegovern-
ment of lawと呼び， the will of the sovereignの反対語として使用していた
ことが分かる。
(112) 高柳賢三・米延三次編集代表『英米法辞典J(有斐閣， 1978年，第 16刷〕




48 (262 ) 
中華民国維新政府はなぜ平穏に在精衛政権に吸収されたか?
(13) ダイシーは「法の支配J(the rule of law)に3つの意味がああと指摘した














の支配が存在するJ(‘Iniroduction' Larry Diamond and Leonardo Morlino， 
ed.， Assessing the Quality 01 Democracy， Ba1timor巴:The J ohns Hopkins 
Universiiy Press， 2005，. xiv)。この序文は 10項目挙げているが，オドンネルは
より簡潔に法の支配の適用範囲として法制度，国家・政府，裁判所とその付属
機関，ー般の国家制度，社会的文脈，公民権・人権を挙げている (Guillermo






















区分する試みもある (PhilipC. C. Huang，寸heBasis for the Legitimacy of 
Chinese Political Syst巴m:Dialogues among W日sternand Chinese Scholars， 
7 -Editor's Introduction，' Modem Chinα，Vol. 40， No. 2， March 2014， p.lll)。
同誌に寄稿した強世功は「政党立憲主義」というモデルを提唱して次のよう
に主張している(JiangShigong， 'Chinese Style Constitutionalism: On 
Backer's Chinese Party State Constitutionalism，' ibid.， pp. 133-167)。すな
わち， r1982年以来，中閣の政党国家の立憲体制は何回かの改革を経験し，中
国は次第に「一党制立憲国家」に変容した。党と国家の権カ分立を基礎にこの









50 (264 ) 
